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平成15年度の成人式が行われ、60人の新成人が参加しました。
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１
月
11
日
（日）
、
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
日
高
村
成
人
式
が
行
わ
れ
、
60
人
の
新
成

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
式
典
の
最
初
の
新
成
人
紹
介
で
は
、
一
人
ず

つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
起
立
し
て
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
中
野
村
長
か
ら

は
「
厳
し
い
社
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
に

貢
献
で
き
る
日
本
人
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
来
賓
の
森
下
村
議
会
議
長
、
正
岡
青
年

団
長
か
ら
21
世
紀
の
主
役
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
新
成
人
へ
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
記
念
品
贈
呈
で
は
松
澤
靖
明
教
育
委
員
長
か

ら
、
新
成
人
代
表
の
山
中
麻
衣
さ
ん
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

　
新
成
人
代
表
の
謝
辞
で
は
大
川
稔
和
さ
ん
が

「
今
、
世
の
中
で
は
戦
争
や
拉
致
問
題
、
少
年
犯

罪
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
を
変
え
て
い
く
の
は
自

分
た
ち
で
す
。
一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
考

え
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
慮
の

事
故
で
他
界
し
た
山
中
和
則
君
が
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
生
命
の
大
切
さ
と
友
を
失
う
深
い
悲

し
み
で
し
た
。
命
の
大
切
さ
が
あ
や
ふ
や
に
な
っ

て
い
る
今
、
私
た
ち
の
果
た
し
て
い
く
役
割
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
成
人
と
し

て
、
ま
わ
り
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
見
を
し
っ

か
り
主
張
し
て
い
け
る
常
識
あ
る
大
人
に
な
り

た
い
。」
と
成
人
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
式
典
終
了
後
は
、
記
念
行
事
と
し
て
、
ビ
デ

オ
の
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ビ
デ
オ

の
内
容
は
小
・
中
学
校
当
時
担
任
を
さ
れ
て
い

た
先
生
方
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
、
新
成
人

へ
の
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

思
い
出
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
新
成
人
た
ち
は
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に
見

つ
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な

拍
手
を
し
、
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。 

輝ける未来へ、
   新たなスタート
輝ける未来へ、
   新たなスタート
輝ける未来へ、
   新たなスタート

謝辞をする、大川稔和さん 

記念品を受け取る、山中麻衣さん 

～昭和58年４月２日から昭和59年４月１日生まれの75人～
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日下小学校校舎の解体始まる

日高中学校バレー部
県大会初優勝

三宮嘉一さん（103歳）
県内最高齢者に

メッセージを送ってくれた先生方

20
年
前
の
日
高
村
は
⋮

「二十歳ということでいろいろな責任が出てく
ると思います。まだ学生の人もいるでしょうが、
それぞれがんばってください。」

日高中学校3年担任　横川哲夫先生 

「就職も難しい状況ですが、がんばっていい年
にしてもらいたいと思います。」

日高中学校3年担任　大崎健男先生 

「中学生の時のやさしい気持ちをずっと忘れず
いてください。５年前の姿しか分からないので
どこかで見かけたら声をかけてください。その
時を楽しみにしています。」

日高中学校3年担任　松田美智先生 

「男性は素敵な女性を、女性は素敵な男性を日
高につれてきてください。そしてたくさん子ど
もを作ってください。在職中に家庭訪問ができ
る日を楽しみにしています。」

加茂小学校6年担任　矢田一仁先生 

「常に前向きに自信を持って前進してください。
期待しています。」

能津小学校6年担任　池田雄先生 

「大人同士の付き合いができるようになりまし
たが、自分の言動には責任をもって立派な大人
になるようにしてください。」

加茂中学校3年担任　古味秀夫先生 
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Village Topics

高
路
を
快
走 

日 

第
21
回
日
高
村
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
! !
 

習
の
成
果
発
揮 

練 
第
５
回
村
長
杯
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
開
催
!!
 

　
１
月
12
日
（月）
、
日
高
村
総
合
運
動

公
園
を
中
心
に
第
21
回
日
高
村
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
温
か
い
日
差
し
の
中
、
全

参
加
者
80
名
と
大
変
盛
り
上
が
っ
た

楽
し
い
健
康
づ
く
り
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
『
車
い
す
体
験
コ
ー

ス
の
部
』
に
お
い
て
も
、
25
名
の
選

手
と
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
に
よ
り
有
意
義
で
楽
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

（
上
位
３
位
ま
で
記
載
） 

　
12
月
21
日
（日）
、
日
高
村
総
合
運
動
公
園
・
テ
ニ
ス
場
に
お
い
て
、
第

５
回
村
長
杯
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
非
常
に
寒
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
白
熱
し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
、
心
も
体
も
温
ま
っ
た
楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
詳
し
い
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。 

男子初級の部

　優　勝　鎌倉一希・武田宗家 
　準優勝　和田慎一・浜田勇治 
 
女子初級の部

　優　勝　樋口美和・清水美保 
　準優勝　片田幸代・渋谷多美 
 
男子中・上級の部

　優　勝　黒岩範安・織田雅巳 
　準優勝　川口和人・森下　隆 
 
女子中・上級の部

　優　勝　木下和喜・織田　信 
　準優勝　西村美紀・松岡理恵 

１部（小学生低学年・1.8km） 　 
　女子　１位　石川　水月（付属小３年）　　　８分１７秒 
　　　　２位　保木　里美（加茂小３年）　　　８分４３秒 
　　　　３位　三本　里実（高知小２年）　　　９分５９秒 
　男子　１位　正岡　嗣紹（加茂小３年）　　　７分５１秒 
　　　　２位　吉村　将汰（朝倉小２年）　　　８分２１秒 
　　　　３位　井上　宏貴（日下小２年）　　　８分２６秒 

２部（小学生高学年・2.5km） 
　女子　１位　吉永みづ紀（高知小５年）　　１０分２４秒 
　　　　２位　藤原　理恵（高知小６年）　　１０分２７秒 
　　　　３位　星山　紀恵（高知小６年）　　１１分０５秒 
　男子　１位　井上　良男（高知小６年）　　１０分２９秒 
　　　　２位　山崎　卓斗（朝倉小４年）　　１０分４１秒 
　　　　３位　三宮　壮馬（加茂小４年）　　１０分５６秒 

３部（一般・4.0km） 
　女子　１位　金子　利香（村内）　　　　　１８分４１秒 
　　　　２位　渋谷　多美（高知市）　　　　２５分２５秒 
　男子　１位　望岡　孝光（村内・須崎工業高２年）１３分４１秒 
　　　　２位　馬場　博之（村内）　　　　　１４分０７秒 
　　　　３位　川瀬　純司（佐川町）　　　　１４分１７秒 

ぴったりの部（上位５位まで記載） 
　　　　１位　金子ふたば（日下小３年）　　誤差２秒 
　　　　２位　岡村　　洋（高知小４年）　　誤差２.３秒 
　　　　３位　長野　竜希（高知小４年）　　誤差３秒 
　　　　４位　星山　紀恵（高知小６年）　　誤差４.６秒 
　　　　５位　岡上　法文（加茂小３年）　　誤差５秒 

４部（オープン種目・車いす体験コース・0.6km） 
　　　　参加選手全員に、記録証を授与。 



（5）　─広報ひだか 2月号─

Village Topics

春
初
走
り 

新 
２
０
０
４
年
　
新
春
体
育
は
じ
め 

　
恒
例
の
「
新
春
体
育
は
じ
め
」

が
、
１
月
４
日
（日）
、
日
高
村
総

合
運
動
公
園
・
野
外
劇
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
こ
こ
ち
よ
い
日
差

し
に
つ
つ
ま
れ
、
戸
梶
和
夫
体

育
会
会
長
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

村
長
・
教
育
長
か
ら
の
祝
辞
の

後
、
村
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
４
名

の
方
と
、
１
団
体
に
対
し
体
育

会
表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
及

び
楯
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
体
育
指
導
委
員
を

先
頭
に
元
気
に
走
り
初
め
を
行

い
、
ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ダ
ー
ツ
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で

汗
を
流
し
、
各
部
の
練
習
始
め

を
行
い
ま
し
た
。 

左上より、受賞者のガイナーチーム（森田美智
也さん）、岡上正弘さん、山中佐百合さん、左
下より、受賞者の中内清一さん、中岡静香さん
（代理・戸梶和夫会長）、川村敏雄理事長 

個人表彰 
　中岡　静香（民踊部） 
　山中佐百合（バレーボール部） 
　中内　清一（ソフトボール部・ガイナーチーム） 
　岡上　正弘（体育指導委員） 

体育会表彰者 

学校だより

加茂中学校加茂中学校加茂中学校

　
12
月
２
日
、
加
茂
地
区
の
環
境
美
化

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
ク
リ
ー
ン
カ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事

は
毎
年
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
各
学

年
ご
と
に
清
掃
地
域
を
定
め
、
２
人
で

１
袋
を
目
標
に
し
、
空
き
缶
や
可
燃
ご

み
を
収
集
し
ま
し
た
。 

　
鉄
道
の
線
路
沿
い
の
道
に
は
投
げ
捨

て
ら
れ
た
と
思
え
る
空
き
缶
が
あ
り
、

ま
た
、
道
路
に
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
ま
と

め
て
捨
て
た
よ
う
な
あ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

比
較
的
き
れ
い
だ
と
思
っ
て
い
た
加
茂

地
区
も
気
を
つ
け
て
、
よ
く
見
る
と
た

く
さ
ん
の
空
き
缶
や
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
加
茂
中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
環
境
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
お
り
、

人
間
と
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

知
り
、
理
解
を
深
め
、
自
然
と
と
も
に

生
き
る
こ
と
の
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、
環
境
を
守
り
、
次
代
に

つ
な
ぐ
た
め
、
一
人
一
人
が
環
境
に
関

心
を
持
ち
、
地
域
の
美
化
や
ゴ
ミ
の
減

量
化
な
ど
、

身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
具
体

的
な
行
動
を

と
る
こ
と
が

で
き
る
人
づ

く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。 

～クリーンカンペーン～～クリーンカンペーン～
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－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
こ
の
年
に
納
め
た
分
が
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
対
象
の

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
は
、
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
添
付
や
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

　
も
し
、
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
、
保
険
料
納
付
の
確
認
が
必
要
に
な

る
場
合
は
、
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所
へ
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

済
確
認
申
請
書
」
発
行
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
国
民
年
金
の
保
険
料
額
は
、
１
ヶ
月
１
３
、
３
０
０
円
で

す
。
１
年
分
は
１
５
９
、
６
０
０
円
で
す
。
１
年
分
を
前
納
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
１
５
６
、
７
７
０
円
で
す
。 

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
は
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

年
金
の
ご
相
談
は
、
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

年
金
の
ご
相
談
は
、
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

JR高知駅 
高知駅前 

高知橋 
蓮池町通 

はりまや橋 

デンテツターミナルビル前 
梅ノ辻 

堀詰 

桟橋通1丁目 

 
 
（第7駅前観光ビル2F） 
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◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内
に
納

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に
は
３
つ
の
独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。 

○
付
加
年
金
…
月
額
400
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
次
の
計
算
式
に

よ
る
額
が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。 

付
加
年
金
額
＝
200
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数 

※
保
険
料
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
加
入
員

は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

○
寡
婦
年
金
…
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
夫
が
年
金
を
受
け
る

前
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
妻
（
婚
姻
期
間
10
年
以
上
）
に
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。 

支
給
額
は
夫
が
受
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
老
齢
基
礎
年
金
の
四

分
の
三
の
額 

※
夫
が
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
、
ま

た
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
と
き
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。 

○
死
亡
一
時
金
…
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め
た
方

が
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ
も
受
け
ず
に
亡
く
な

り
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
に

つ
い
て
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
遺
族
は
、
死
亡
し
た
方
の
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
死
亡
し
た
方
と

生
計
を
同
じ
に
し
て
い
た
方
で
す
。 

支
給
額
は
保
険
料
を
納
め
た
期

間
に
応
じ
て
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。 

（
付
加
保
険
料
を
３
年
以
上
納
め

て
い
る
方
に
は
、
８
、５
０
０
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。） 

　　 月　　数 
  36月以上180月未満 
180月以上240月未満 
240月以上300月未満 
300月以上360月未満 
360月以上420月未満 
420月以上 

　金　額 
120,000円 
145,000円 
170,000円 
220,000円 
270,000円 
320,000円 

　
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保

険
事
務
所
と
同
様
に
各
請
求
書
、
各
諸
変
更

届
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
金
相
談
に

つ
い
て
も
、
住
所
地
に
関
係
な
く
社
会
保
険

事
務
所
と
同
様
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
年
金
相
談
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
・
年
金

証
書
・
改
定
通
知
書
・
印
鑑
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 

　
土
曜
日
、
日
・
祝
祭
日
は
休
業
で
す
。 

　
　
　
０
８
８
―
８
８
５
―
１
２
３
０ 

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。



（7）　─広報ひだか 2月号─

確
定
申
告
は
正
し
く
！ 

自
分
で
書
い
て
！ 

郵
送
で
！ 

シ　リ　ー　ズ 知っておきたい薬の知識 40

　
今
回
は
「
風
邪
薬
」
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆

Ａ
で
す
。 

 

Ｑ
１
　
普
通
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
は
ど
う
違
う
の
で
す
か
？ 

Ａ
　
咳
や
鼻
水
、
熱
な
ど
の
症
状
は
似
て

い
ま
す
が
、
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

の
種
類
が
違
う
ま
っ
た
く
別
の
病
気

で
す
。 

　
　
普
通
の
風
邪
は
、
ラ
イ
ノ
ウ
イ
ル
ス

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
症
状
と
し
て

は
、
喉
が
痛
む
、
鼻
水
が
出
る
、
く

し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
な
ど
が
中
心
で
、

全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く

な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
は
め
っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
　
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ

り
、
感
染
す
る
と
39
℃
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

症
状
が
強
く
、
ま
た
、
喉
の
痛
み
、

鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
を

併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い

の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。 

　
　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が

始
ま
る
と
、
短
期
間
に
小
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の
人
を
巻
き
込

む
と
い
う
点
で
も
普
通
の
風
邪
と
異

な
り
ま
す
。
普
通
の
風
邪
が
流
行
し

て
も
死
亡
率
は
普
通
よ
り
あ
ま
り
増

え
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
す
る
と
、
65
才
以
上
の
高
齢

者
で
の
死
亡
率
が
普
段
よ
り
高
く
な

る
と
い
う
点
で
も
大
き
な
違
い
が
見

ら
れ
ま
す
。 

 

Ｑ
２
　
風
邪
薬
を
飲
む
と
眠
く
な
り
ま
す
。

眠
く
な
ら
な
い
風
邪
薬
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？ 

Ａ
　
風
邪
薬
の
な
か
で
、
く
し
ゃ
み
、
鼻

汁
、
鼻
づ
ま
り
に
効
く
成
分
で
、
抗

ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
と
い
わ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
成
分
に
共
通
の
副

作
用
と
し
て
眠
気
が
あ
り
、
頭
が
ボ
ー
ッ

す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
が
含
ま
れ
て
い
な
い
風
邪

薬
や
葛
根
湯
な
ど
の
漢
方
薬
な
ら
大

丈
夫
で
す
。 

 

Ｑ
３
　
風
邪
薬
を
飲
ん
だ
ら
便
秘
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
便
秘
に
な
ら
な

い
風
邪
薬
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
　
風
邪
薬
に
は
、
便
秘
を
起
こ
す
成
分

を
含
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、

リ
ン
酸
ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン
を
含
む

風
邪
薬
は
便
秘
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
日
頃
か
ら
便
秘
の
方
は
、

医
師
、
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 

Ｑ
４
　
60
才
代
の
男
性
で
、
風
邪
薬
を

服
用
後
、
尿
の
出
が
悪
く
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
薬
の
影
響
で
し
ょ

う
か
？ 

Ａ
　
Ｑ
２
の
所
で
書
い
た
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
の
影
響
で
、
前
立
腺
肥
大
の
傾
向

が
あ
る
人
は
一
時
的
に
尿
の
出
が
悪

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
度
、

医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

Ｑ
５
　
妊
娠
中
や
授
乳
中
で
も
風
邪
薬
を

飲
ん
で
も
良
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
妊
娠
中
や
授
乳
中
は
風
邪
薬
の
成
分

に
よ
っ
て
胎
児
・
乳
児
に
強
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
風
邪

薬
だ
け
で
な
く
、
薬
を
服
用
す
る
場

合
は
自
己
判
断
を
避
け
、
服
用
前
に

医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。 

－風邪薬－  

　
平
成
15
年
分
の
所
得
税
及
び
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月
15
日
（月）

ま
で
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は

３
月
31
日
（水）
ま
で
で
す
。 

　
昨
年
１
年
間
の
所
得
と
税
額
を
ご

自
分
で
正
し
く
計
算
し
、
お
早
め
に

申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
・
収

支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
に
つ
い

て
、
ご
自
分
で
作
成
し
、
で
き
る
だ

け
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ

れ
ま
す
と
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や

延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
便
利
な

振
替
納
税
制
度
を
、
還
付
金
の
受
取

り
は
預
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み
が
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
申
告
や
納
税
に
つ
い
て
、
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税

務
署
又
は
税
務
相
談
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

伊
野
税
務
署 

〒
７
８
１
―
２
１
０
３ 

吾
川
郡
伊
野
町
幸
町
５
番
地 

（
　
０
８
８
―
８
９
３
―
１
１
２
１
） 

税
務
相
談
室
高
知
分
室 

（
　
０
８
８
―
８
２
２
―
２
０
９
２
） 

 

　
税
務
署
で
は
、
次
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
利
用
で
き
る
時
間
は
昼
休
み
を
除

く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
で

す
。（
土
、
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。） 

 

◆
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー 

　
確
定
申
告
書
の
作
成
・
記
載
方
法

に
つ
い
て
、
職
員
が
集
合
方
式
で
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
ご
自
分
で
申
告
書
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
書
作
成
済
の
方
で
、

ご
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
提
出
さ
れ

る
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
、
職
員
が

簡
単
な
検
算
を
行
い
ま
す
。 

◆
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー 

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
で
、
所
得
税

や
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
が
自
動
的

に
作
成
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
を
タ
ッ

チ
す
る
だ
け
で
、
簡
単
に
所
得
税
や

贈
与
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。 

　
ま
た
、
申
告
書
作
成
済
の
方
の
検

算
に
も
利
用
で
き
ま
す
。 

◆
そ
の
他 

　
電
話
で
の
相
談
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
自
動
的
に
音
声
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
答
え
す
る
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー 

高
知
県
地
域 

（
　
０
８
８
―
８
２
５
―
２
２
９
９
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

（http://w
w
w
.taxanser.nta.go.jp

） 
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三
、
身
分
制
度 

 

　
１
６
０
０
年
代
中
期
、

武
士
を
頂
点
に
し
た
身
分

構
造
は
固
定
化
さ
れ
始
め

ま
す
。
そ
れ
は
人
々
の
力

を
奪
う
一
方
で
、
人
々
の

差
別
意
識
を
あ
お
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

　
こ
の
身
分
構
造
で
強
制

的
に
最
下
層
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
の
は
、
例
え
ば
死

牛
馬
の
解
体
や
皮
革
な
ど
、

人
が
生
活
し
て
い
く
た
め

に
は
、
絶
対
に
必
要
な
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
た
人
た

ち
で
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

そ
れ
ま
で
に
形
成
さ
れ
て

い
た
意
識
、
人
や
動
物
の

出
産
や
死
、
出
血
に
か
か
わ

る
ケ
ガ
レ
が
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
人
々
は
そ
の

仕
事
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
認
め
な
が
ら
、
一

方
で
差
別
を
し
て
い
き

ま
す
。 

　
身
分
の
固
定
化
に
伴

い
職
業
は
、
皮
革
業
や

竹
細
工
な
ど
の
手
工
業

と
、
町
や
村
の
警
備
、

刑
罰
の
執
行
、
一
揆
の

鎮
圧
な
ど
に
従
事
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
農

民
か
ら
の
反
発
が
強
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
髪
形
や
衣
服
に
も

制
限
を
さ
れ
る
な
ど
、
人
々

の
差
別
心
を
あ
お
る
身
分
統

制
令
が
制
定
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。 

　
人
々
の
意
識
や
固
定
化
さ

れ
る
身
分
制
度
は
、
武
士
に

よ
る
武
士
の
た
め
の
社
会
を
、

よ
り
強
固
な
も
の
と
し
て
い

き
ま
し
た
。 

 

四
、
立
ち
上
が
る
人
々 
 

　
１
８
５
５
年
、
岡
山
。

財
政
が
苦
し
く
な
っ
た

岡
山
藩
は
倹
約
令
（
全

２
９
ヶ
条
）
を
発
布

し
ま
す
が
、
そ
の
際

に
差
別
を
受
け
て
き

た
人
々
に
対
し
て
衣

服
制
限
令
を
出
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
人
々

の
着
物
は
渋
染
・
藍

染
に
限
り
、
柄
物
・

紋
付
の
新
調
・
着
用

は
許
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、

傘
や
下
駄
の
使
用
を
禁
ず
る

こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

 
そ
れ
に
対
し
て
、 

人
々
は
立
ち
上
が
り
ま
す
。 

 

　
１
８
５
６
年
、
備
前
一

帯
の
差
別
を
受
け
て
き
た
人
々

数
千
人
は
、
吉
井
川
の
ほ

と
り
に
集
合
し
て
団
結
を

誓
い
、
藩
の
役
人
に
衣
服

制
限
令
撤
回
の
請
願
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

渋
染
一
揆
と
い
わ
れ
、
人
々

が
命
を
か
け
て
立
ち
上
が

っ
た
一
揆
で
し
た
。 

　
藩
で
は
請
願
書
に
つ
い

て
協
議
し
ま
す
が
、
そ
の

ま
ま
放
置
し
、
首
謀
者
を

逮
捕
し
ま
し
た
。
結
果
、

首
謀
者
が
病
死
、
あ
る
い

は
厳
し
い
罰
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
一
揆
は
落
着
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
渋
染
一
揆
、
表
面

的
に
は
、
一
揆
側
が
犠
牲

者
を
出
し
て
終
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
、
藩
は
人
々

が
訴
え
た
衣
服
制
限
令
撤

回
の
要
求
を
、
黙
認
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
々

の
訴
え
は
、
大
き
な
犠
牲

を
払
い
な
が
ら
も
、
差
別

政
策
を
実
質
的
に
撤
回
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で

す
。 

　
こ
の
よ
う
な
、
命
を
か

け
た
立
ち
上
が
り
は
全
国

各
地
へ
広
が
り
、
や
が
て

そ
の
大
き
な
う
ね
り
は
、

幕
藩
体
制
を
根
底
か
ら
揺

さ
ぶ
っ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 【
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・
③
】 

へ
つ
づ
く
。 

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」
② 
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絵 本
紙芝居

（じゅうたん）

入
口

コスモス文庫の紹介 2 0 -1 5 3 3
全室冷暖房あり

地域教育だより
日高村教育委員会

　日高村には、とっても家庭的な（アットホームな）村立図書館コスモス文庫があります。これは、地域教育推
進協議会の提案で1999年２月にできました。 
　６年目の現在、蔵書数（本の数）は、12,500冊で、年間１万冊ほど貸し出しをしています。また、図書館を
利用している方は、約700人、日高村人口の１割を越えました。 
　もっともっと村民のみなさんにコスモス文庫のことをご理解いただき、大人も子どももみんなが楽しく集える
いこいの場となればいいなと思っています。 
　今月は、コスモス文庫の魅力を紹介します！ 

コスモス文庫にいってみよう！

企画展示は、クイズ 

を構えています。どし 

どし応募ください！ 

放課後は、子ど 

もたちが勉強をしたり、 

本を借りに来たり、に 

ぎやかになります。 

じゅうたんに 

座って宿題や読書 

もできますよ！！ 

今月からにんじん畑（教

室）で職員によるおはな

し会も始めました。 

　　第２、４水曜日 

　　　　３：３０－ 

わからないことや 

調べたいことなどは、２

名の職員が、やさしく教 

えてくれます！ 

くつをぬいであがっていた
だきます。家庭的でしょ
う？ 
図書館は、サンシャインの
すぐ裏手にあります。 
お車でもお気軽にどうぞ！ 

日高村の関係書が少なく、探して 
います。歴史、自然、何でも資料をお持ち 
の方、ご連絡いただけませんか？ 

赤ちゃん用の 
本から、絵本、子ども 
向けの本、一般向けな 
ど、種類も豊富。 
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InformationInformation
職
務
内
容 

　
○
常
勤
講
師
は
、
公
立
小
・
中
学
校
、
県
立
学
校
の
産
休
・
育
休
・

病
休
等
の
補
充
教
員
と
し
て
の
勤
務 

　
○
非
常
勤
（
時
間
）
講
師
は
、
小
・
中
学
校
の
教
科
、
高
等
学
校

の
教
科
・
科
目
の
授
業
の
時
間
だ
け
の
勤
務 

雇
用
期
間 

　
○
常
勤
講
師
は
産
休
・
育
休
・
病
休
等
の
補
充
の
期
間（
最
長
約
１
年
間
） 

　
○
非
常
勤
（
時
間
）
講
師
は
最
長
約
１
年
間 

資
　
　
格 

　
教
員
免
許
状
（
臨
時
免
許
状
を
含
む
）
を
有
す
る
者 

待
　
　
遇 

　
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
に
準
ず
る 

（
常
勤
講
師
の
場
合
　
大
学
新
卒
（
22
歳
）
で
基
本
給
約
19
万
円
、

そ
の
他
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
諸
手
当
あ
り
） 

　（
非
常
勤
（
時
間
）
講
師
の
場
合
　
時
給
約
３
千
円
程
度
） 

願
書
・
募
集
要
項
の
配
布
場
所 

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
、
各
教
育
事
務
所
、
県（
東

京
・
大
阪
・
名
古
屋
）事
務
所
及
び
市
町
村（
学
校
組
合
）教
育
委
員
会 

応
募
方
法 

必
要
書
類
を
募
集
要
項
の
「
応
募
の
手
続
」
に
従
い
、
高
知
県
教

育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課
に
提
出
の
こ
と 

提
出
期
間 

　
平
成
16
年
２
月
３
日
か
ら
平
成
16
年
３
月
25
日 

（
た
だ
し
、
平
成
16
年
３
月
26
日
以
降
に
お
い
て
も
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
る
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
職
員
課 

　
　
人
事
企
画
班
　
０
８
８
（
８
２
１
）
４
５
６
８ 

　
　
　
　
　
　
　
　
０
８
８
（
８
２
１
）
４
５
６
９ 

　
　
〒
７
８
０
―
８
５
７
０
　
高
知
市
丸
ノ
内
１
―
７
―
52

　
１
月
号
新
年
の
名
簿
の
中
で
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員 

　
池
添
　
正
孝 

　
大
川
　
哲
司 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

　
北
添
　
正
孝 

　
大
川
　
啓
司 

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

優　勝 
準優勝 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
10

ベスグロ 

青木　正彦 
戸梶　広彦 
中山　和夫 
森下　兼利 
片岡　雄幸 
戸梶　幹雄 
森　　昭博 
大崎　江美 
井上　清郎 
五藤　順子 
青木　正彦 

80
88
90
82
100
93
86
111
102
102
80

10
14
14
6
22
14
7
32
22
22

70
74
76
76
78
79
79
79
80
80

氏　名 グロス HANDICAP NET

村 民 ひ ろ ば

　
こ
の
た
び
、
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
県

民
の
皆
様
に
法
務
局
の
業
務
内
容
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
く
の
方
々
に
法
務

局
に
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
左
記
の
と
お
り
、
無
料
相
談
所
を
開

設
い
た
し
ま
す
。 

　
相
続
や
会
社
の
登
記
、
地
代
、
家
賃
、
隣

近
所
や
お
子
様
の
こ
と
な
ど
で
、
困
り
ご
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

　
平
成
16
年
２
月
８
日
（日）
、 

　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で 

相
談
内
容 

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・
人
権
に
関

す
る
相
談
全
般 

開
設
場
所 

　
高
知
市
帯
屋
町
１
丁
目
11
番
40
号 

　
　
　
新
京
橋
プ
ラ
ザ 

　
吾
川
郡
伊
野
町
３
５
９
７ 

　
　
　
伊
野
町
立
公
民
館 

　
須
崎
市
新
町
２
丁
目
７
番
15
号 

　
　
　
須
崎
市
立
市
民
文
化
会
館 

問
い
合
わ
せ
先 

　
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課 

　
　
　
０
８
８
―
８
２
２
―
３
３
３
１ 

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 
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国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
仁
淀
川
を
管

理
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
地
域
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め

る
た
め
、
平
成
16
年
度
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
（
仁
淀
川
）
を

募
集
い
た
し
ま
す
。 

活
動
内
容 

　
・
仁
淀
川（
自
宅
付
近
の
区
間
）を
機
会
あ
る
ご
と
に
見
る
。 

　
・
河
川
の
状
況
に
つ
い
て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
連
絡
す
る
。 

　
・
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
連
絡
会
議
に
出
席
す
る
。 

応
募
資
格 

　
①
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る
。 

　
②
仁
淀
川
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る
。 

　
③
満
20
歳
以
上
の
方
。 

モ
ニ
タ
ー
期
間 

　
平
成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年
３
月
31
日 

　
ご
希
望
の
方
は
応
募
用
紙
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

左
記
の
連
絡
先
に
直
接
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
か
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

連
絡
先 

　
高
知
河
川
国
道
事
務
所
　
〒
７
８
０
―
８
０
２
３ 

　
　
高
知
市
六
泉
寺
町
96
―
７ 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
８
―
８
３
３
―
６
９
０
４ 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
８
―
８
３
１
―
８
５
７
０ 

　
仁
淀
川
出
張
所
　
〒
７
８
１
―
０
３
０
１
　 

　
　
吾
川
郡
春
野
町
弘
岡
上
１
９
９
２ 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
８
―
８
９
４
―
２
０
４
４ 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
８
―
８
９
４
―
２
１
４
４ 

　
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　
な
お
、
ご
応
募
の
受
付
は
平
成
16
年
３
月
５
日
（金）
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
募
集
定
員
200
名
（
中
卒
生
、
転
入

生
、
編
入
生
を
あ
わ
せ
て
） 

◎
出
願
期
間 

　
平
成
16
年
２
月
９
日
（月）
〜
４
月
１

日
（木）
ま
で
の
間
で
、
募
集
定
員
に
達

し
た
日
の
午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
４
月
１
日
に
募
集
定
員
に

達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
４
月
３
日

ま
で
の
間
で
、
募
集
定
員
に
達
し
た

日
の
午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
出
願
期
間
中
の
志
願
者
数

に
つ
い
て
は
、
随
時
学
校
に
掲
示
し

ま
す
。（
正
午
現
在
） 

◎
面
接
を
実
施
し
ま
す
（
面
接
に
加

え
基
礎
的
事
項
を
問
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
） 

◎
面
接
審
査
期
間 

　
平
成
16
年
３
月
14
日
（日）
〜
４
月
７

日
（水）
ま
で
の
本
校
で
指
定
し
た
日
時 

◎
問
い
合
わ
せ
先 

　
高
知
北
高
等
学
校
通
信
制 

　
高
知
市
東
石
立
町
160
番
地 

　
　
０
８
８
―
８
３
２
―
２
１
８
２ 

高
知
県
立
高
知
北
高
等
学
校

通
信
制
生
徒
募
集

　
昨
今
、
全
国
的
に
戸
籍
の
悪
用
を
目
的
と
し
た
虚
偽
の
届

出
が
増
え
て
い
ま
す
。 

　
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
戸
籍
の
届
出
が
な
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
戸
籍
に
事
実
に
反
す
る
記
載
が
さ
れ
る
と
い
う
事
件

が
発
生
・
発
覚
し
て
お
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
こ
の
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
届
書
を
持

参
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
次
の
と
お
り
定
め
、
２
月
１
日

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
日
高
村
に
戸
籍
の
届
出
を
さ
れ
る
場
合

は
ご
注
意
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
と
す
る
届
出
の
種
類
】 

　
婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・
養
子
離
縁
届 

（
た
だ
し
、
届
書
に
裁
判
所
の
謄
本
を
添
付
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
届
出
（
裁
判
離
婚
等
）
に
つ
い
て
は
、

対
象
外
と
し
ま
す
。） 

【
本
人
確
認
の
対
象
者
】 

　
　
本
庁
窓
口
・
能
津
出
張
所
に
届
書
を
持
参
さ
れ
た
方 

【
本
人
確
認
の
方
法
】 

　
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
の
証
明
書（
運
転
免
許
証
・

パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
基
カ
ー
ド
等
）に
よ
り
確
認
し
ま
す
。 

【
届
出
人
に
対
す
る
通
知
】 

　
窓
口
で
届
出
人
の
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

事
実
確
認
の
た
め
、
そ
の
方
に
対
し
届
出
を
受
理
し
た
旨

を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。 

　
万
一
、
覚
え
の
な
い
通
知
を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
日
高
村
役
場
総
務
課
戸
籍
係 

　
　
２
４
―
５
１
１
１
　
内
線
17
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information

12月11日（木）実施献血に
 ご協力ありがとうございました

（敬称略：順不同　献血者：34名） 

次回の献血日程（予定）
 日時 平成16年3月３日（水）
●場所 グリーンフィールゴルフ倶楽部
 時間 9：40～11：40
●場所 錦山観光開発�
 時間 13：00～16：00

 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名  

岩 目 地 東  
望 ヶ 丘  
 
 
井 峯  
鍛 冶 屋 南  
平 野  
長 畑  
岡 端  

梅 ヶ 坂  
佐 川 町  
土 佐 市  
伊 野 町  
錦山Ｃ・Ｃ 
北添製材所  
 
 
 

刈 谷 紙 工  
 
 
園 芸 組 合  
ヘイワ原紙 
 
 
 
 

加茂郵便局 
加茂中学校 
霧 山 茶 園  
  
土佐くすのき荘 

北添　智絵 
渡部喜代子 
安岡喜美子 
善積　千恵 
戸梶　邦男 
矢野　忠茂 
北添　　民 
中野　葉子 
戸梶　雅人 

中山　良子 
徳弘　正義 
宮野　京子 
尾 麻記子 
西川　賢生 
山中　英二 
中岡　　巧 
北添　　尚 
北添　理花 

藤原くみ子 
西森ふみ子 
田野　慶子 
藤原　利彦 
戸梶　由香 
森　　　正 
岡林　　幸 
松岡　美雪 
森　　昌輔 

上原　耕一 
尾 　由里 
中山　美佳 
矢野　政彦 
藤原　智香 
下元　　潤 
青木　智恵 

　ビン類を出す際には、次のことを必ず守り
決められた収集日・時間・場所に指定袋で出
してください。 
 
 
●ジュース、酒類、調味料、ドレッシングな
ど中身が飲用、食用のもの。 
●ビールビン、酒ビンについては、酒屋さん
等へ返しましょう。 
●化粧品のビン、整髪料などのビンは、不燃
ごみへ出しましょう。 
●ビンは、必ず栓を取り中身を出し水ですす
いでから出しましょう。 
●プラスチックがついているものは、取り除
きましょう。 
●ビンの蓋は、金属製については「金物類」
にプラスチック製は「容器包装プラスチッ
クごみ」に出しましょう。 
●農薬など劇物、毒物の入っていた物は、収
集出来ません。（販売店にご相談ください。） 

チェックポイント 

生ビン・駄ビン 
（透明・茶・その他） 

◎ビンは、キャップやフタ 
　を取り除いてください。 

主なビン 正しいビンの出し方 
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information

　
昨
年
は
国
内
外
と
も
に
あ
わ

た
だ
し
く
多
難
な
年
だ
っ
た
。

日
高
村
と
て
も
例
外
で
は
な
く
、

十
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
産
廃

問
題
は
、
住
民
投
票
に
よ
る
「
設

置
」
と
い
う
、
一
応
の
決
着
を

み
た
。 

　
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
期
待
に
こ
た
え
利
便
に
供
す

る
た
め
に
も
、
着
手
で
き
る
も

の
か
ら
前
倒
し
で
実
行
に
移
す

県
の
姿
勢
が
望
ま
れ
る
。 

　
ま
た
、
村
の
命
運
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
え
ば
合
併
問
題
が

あ
る
が
、
17
年
３
月
末
ま
で

の
合
併
は
物
理
的
に
も
無
理
な

現
状
に
あ
る
。
し
か
し
合
併
と

い
う
選
択
肢
が
完
全
に
潰
え
さ

っ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。 

　
今
は
な
い
も
の
ね
だ
り
だ
け

で
な
く
、
自
立
へ
の
視
野
を
拡

げ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ

う
。 

　
行
政
の
在
り
方
と
し
て
は
、

小
さ
な
政
府
な
ら
ぬ
小
さ
な
議

会
、
役
場
へ
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

　
交
付
税
の
縮
小
や
、
補
助
金

の
減
少
に
よ
り
、
自
治
が
損
な

わ
れ
、
県
の
直
轄
管
理
と
な
る

事
業
も
多
く
な
る
。
人
員
の
削

減
に
よ
る
専
門
職
員
の
不
足
に

よ
り
、
法
務
・
福
祉
・
教
育
・

環
境
な
ど
対
応
が
困
難
と
な
る
。 

　
こ
う
な
れ
ば
、
そ
の
打
開
策

と
し
て
、
地
域
住
民
も
行
政
と

直
接
か
か
わ
り
を
持
た
ざ
る
を

得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
行
政

と
の
協
力
・
協
働
の
在
り
方
を

模
索
し
な
が
ら
、
電
子
自
治
へ

の
推
進
も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
消
防
や
救
急
・
医

療
・
廃
棄
物
な
ど
広
域
連
合
と

の
か
か
わ
り
も
あ
る
。 

　
機
能
的
で
ス
リ
ム
化
し
た
村

の
自
治
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

行
政
特
区
の
発
想
を
借
り
て
で

も
、
住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た

め
の
、
日
高
方
式
を
生
み
出
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
丘
） 

 
ど
う
す
る
日
高
村

日高村教育委員会  24－5115

対象となる事故 ★グループ活動中の事故★往復中の事故

平成16年４月１日午前０時より翌年３月31日午後12時まで（申込受付は３月から） 保 険 期 間 

スポーツ活動、文化活動、
ボランティア活動などに最適な保険です。

1,000万人の保険

１人 

１事故 

１事故 

 

 

１事故 

 

１事故 

 

１人 

１事故 

 

１事故 

 

 

 

 

１人 

１事故 

 

 

１事故 

 

身体賠償 
 
財物賠償 
 

上記補償に身体・財物賠償　合算で 
 

身体・財物賠償　合算で 

 

身体賠償 
 
 
財物賠償 
 
 
 

身体賠償 
 
 
 
財物賠償 
 
 

1億円 
5億円 

500万円 
（各免責1,000円 ） 

 

500万円を加算 
 

500万円 
（免責1,000円 ） 

1億円 
5億円 

 
500万円 

（各免責1,000円 ） 

 
 
 

1億円 
5億円 

（免責1,000円 ） 

 
500万円 

（免責1,000円 ） 

突然死 
（急性心不全、 
　　脳内出血など） 

160万円 
 
 

対象と　　 
なりません 

 

突然死 
（急性心不全、 
　　脳内出血など） 

160万円 
 
 
 
 
 

突然死 
（急性心不全、 
　　脳内出血など） 

160万円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

1,500 

2,000 

500 

1,000 

1,500 

1,500 

1,000 

1,500 

1,000

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

4,000 

5,000 

1,000 

2,500 

4,000 

4,000 

1,800 

4,000 

1,800

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

500 

1,050 

1,000 

1,500 

500 

800 

1,500 

9,000

A 

AW 

AC 

C 

A 

B 

C 

D

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

3,000 

3,150 

150 

1,500 

3,000 

3,000 

900 

3,000 

750

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

万円 

2,000 

2,100 

100 

1,000 

2,000 

2,000 

600 

2,000 

500

団体活動中と 
その往復中 
 
 
団体活動中と 
その往復中 
 
団体活動中と 
その往復中以外 
 
 
 
団体活動中と 
その往復中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
団体活動中と 
その往復中 
 
 

・中学生以下の子ども 
・スポーツ活動を行わない 
　大人 
 
 

・中学生以下の子ども 

 
 
 
 
・子どもと一緒にスポーツ 
　活動を行う大人（指導者） 
 
 
・大人の文化活動、ボラン 
　ティア活動、地域活動 
（スポーツの指導、審判、ダン 
　ス、踊り等を除く。） 

・老人クラブなど 
（60歳以上） 
 
・大人のスポーツ活動 
（野外活動、身体運動を含む。） 
 
・危険度の高いスポーツ活動 
（アメリカンフットボール、山 
　岳登はんなど） 

団
体 

対　　象 加入 
区分 

対象となる 
事故の範囲 

掛　金 
（１人年額） 

傷　害　保　険 
死　亡 後遺障害 

（最高） 
入　院 

（１日につき） 
通　院 

（１日につき） 

賠償責任保険 
（補償限度額） 共済見舞金 

子
ど
も
の
団
体 

大
人
の
団
体 

お問い合わせ

し
ん
こ
う
さ
く 

そ
こ 

は
か 

は
い
き
ぶ
つ 

つ
い 

5名以上の 
団体で 

ご加入ください。 

5名以上の 
団体で 

ご加入ください。 
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ぷち Topics

子
ど
も
に
伝
え
て
い
き
た
い 

「
い
の
ち
の
話
」 
子
ど
も
に
伝
え
て
い
き
た
い 

「
い
の
ち
の
話
」 
子
ど
も
に
伝
え
て
い
き
た
い 

「
い
の
ち
の
話
」 

　
　
　
命
を
学
ぶ
講
演
会 

 

　
12
月
19
日
に
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

で
「
子
ど
も
に
伝
え
て
い
き
た
い
〝
い
の

ち
の
話
〞
」
と
題
し
た
〝
性
〞
に
つ
い
て

の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
の
山
本

文
子
先
生
は
、
元
助
産
師
と
し
て
中
絶
手

術
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
で
、
い
の
ち
と
性
に
つ
い

て
の
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
前
半
は
、
日
高
中
学
校
と
加
茂
中
学
校

の
２
年
生
を
対
象
に
、
後
半
は
保
護
者
や

地
域
の
方
を
対
象
に
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
人
を
愛
す
る
こ
と
は
相
手
を

大
事
に
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
性
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
生
き
方
を
考
え
る
こ
と

で
あ
る
」
と
山
本
先
生
は
熱
く
語
ら
れ
、

参
加
者
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

体
験
を
交
え
た
率
直
な
お
話
で
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
保
護
者
や
地
域
の
方
に
と

っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

保

護

者

の

感

想

   

　
私
の
家
に
は
、
山
本
先
生
の
本
が
２
冊
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
講
演
を
聴
い
た
お
母

さ
ん
が
感
動
し
て
買
っ
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
私
は
、
今
ま
で
に
そ
の
本
を

読
ん
だ
こ
と
も
あ
る
し
、
さ
し
絵
を
見
た
り

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
け
ど
、
聞
い
た
こ

と
が
な
い
よ
う
な
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

や
中
絶
の
話
な
ど
は
読
む
だ
け
で
は
あ
ま
り

実
感
が
な
く
て
、
も
ち
ろ
ん
自
分
の
こ
と
だ

と
思
い
な
が
ら
読
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

け
ど
、
今
日
は
違
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、

先
生
か
ら｢

自
分
の
こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら

聞
い
て
く
だ
さ
い｣

と
言
わ
れ
て
、
ゆ
く
ゆ

く
は
、
自
分
も
エ
イ
ズ
に
か
か
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
り
、
中
絶
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
な
ど
と

考
え
る
と
軽
い
気
持
ち
で
Ｓ
Ｅ
Ｘ
を
す
る
と

い
う
の
は
、
絶
対
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。 

　
私
の
兄
弟
が
生
ま
れ
て
き
た
結
果
の
う
ら

に
は
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の
Ｓ
Ｅ
Ｘ
が

あ
っ
た
こ
と
を
今
日
の
講
演
を
聞
い
て
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。
私
も
一
人
の
人
を
愛
せ

る
、
そ
の
人
と
か
か
わ
り
た
い
と
思
え
る
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
絶

対
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
よ
う
な
Ｓ
Ｅ
Ｘ
は

し
な
い
で
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
今
ま
で
、
性
教
育
っ
て
少
し
聞
く
の
が
い

や
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
け
ど
、
大
切
な

こ
と
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　（
日
高
中
２
年
　
女
子
） 

  

　
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
性
教
育
を
保
健

で
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
講
演
を
聞
い

て
前
よ
り
ぐ
っ
と
深
ま
り
ま
し
た
。
私
を
生

ん
で
く
れ
た
お
母
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い

で
す
。 

　｢

私
は
な
ら
な
い
も
ん
。｣

と
お
も
っ
て
い

ま
し
た
が
、
山
本
先
生
が
「
自
分
の
こ
と
と

思
っ
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
、

聞
い
て
い
る
と
体
が
ぞ
く
っ
と
す
る
ほ
ど
怖

か
っ
た
で
す
。 

　
男
性
が
男
性
を
愛
し
た
り
、
女
性
が
女
性

を
愛
し
た
り
す
る
の
も
気
持
ち
悪
い
、
と
か
、

思
っ
て
い
ま
し
た
が
先
生
が｢

あ
い
す
る
と

い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
も
の｣

と
言
っ
て
て

「
そ
う
や
ね
え
…
」
と
思
い
ま
し
た
。 

　
命
の
あ
た
た
か
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
た
く

さ
ん
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
の
人
た
ち
な
ど
、
こ
の
世
界
か
ら
一
人
で

も
少
な
く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　（
加
茂
中
２
年
　
女
子
） 

生

徒

の

感

想

 

   

　
性
の
話
は
、
つ
い
話
す
機
会
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
急
に
そ
ん
な
話
を
切
り
出
す
わ

け
に
も
行
か
ず
、
だ
か
ら
子
ど
も
と
一
緒
に

聞
か
せ
て
も
ら
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
後
の
山
本
さ
ん
と
親
と
の
話
の
中
で
、
彼

女
は
、｢

今
日
子
ど
も
さ
ん
と
帰
っ
て
か
ら

話
を
す
る
と
し
た
ら
、
私
の
話
し
の
感
想
な

ん
か
話
ち
ゃ
だ
め
！
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
き

た
時
は
ね
え
…
と
あ
な
た
の
子
ど
も
さ
ん
の

生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
話

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い｣

と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
何
よ
り
大
事
!!

難
し
い
話
は
い
ら
な
い
と
…
。 

　
私
は
次
男
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

あ
る
日
、「
あ
な
た
が
一
番
生
ま
れ
て
く
る

時
、
親
孝
行
し
て
く
れ
た
。
お
兄
ち
ゃ
ん
と

弟
は
大
変
や
っ
た
し
、
す
ぽ
っ
と
出
て
き
て

く
れ
た
の
は
あ
な
た
だ
け
!!
」
と
話
し
た

ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
時
々
思
い
出
し
た

よ
う
に
何
度
も
言
う
の
で
す
。｢

ぼ
く
は
お

母
さ
ん
に
一
番
親
孝
行
し
た
が
や
ね
え｣

と
、

う
れ
し
そ
う
に
言
う
の
で
す
。 

　
母
親
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ん

で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
赤
ち
ゃ
ん
の
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ら
、
小
さ
い
頃
の
思
い
出
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
や

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
人
を
大
切
に
思

う
心
が
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で

す
。 

  

　
山
本
先
生
の
お
話
は
２
回
目
で
す
が
、
ス

ト
レ
ー
ト
な
表
現
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
感

動
的
な
お
話
で
、
特
に
出
産
の
話
で
は
、
我

が
子
が
生
ま
れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

今
回
も
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
な
に
か
と
、
親
に
対
し
て
、
秘
密
を
持
ち

た
が
る
年
齢
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
、
子
ど
も
の
語
り
か
け
に
は
、
な

に
を
さ
し
お
い
て
も
答
え
て
あ
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

　
山
本
先
生
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
３
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
講
演
の

手
紙
を
受
け
取
る
と｢

も
う
一
度
聞
い
て
み

た
い
、
子
ど
も
と
共
通
の
話
題
と
な
れ
て
い

い
な｣

と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
と
性
の
話
に
つ
い
て
も
、
自
然
と

で
き
る
よ
う
に
な
り
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
だ

小
さ
い
子
ど
も
も
い
ま
す
の
で
、
続
い
て
お

い
で
て
く
だ
さ
い
。 
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

　氏 名　　死亡年月日 年齢 部落名 

大藤 唯雄 Ｈ15．12．７ 83才 鴨 　 地  

小松 圭太 Ｈ15．12．12 19才 西 ノ 越  

近藤 保太郎 Ｈ15．12．20 93才 望 ヶ 丘  

細川 　博 Ｈ16．１．９ 68才 第三団地 

藤本 冬子 Ｈ16．１．13 85才 九 　 頭  

ごめい福をお祈りいたします 

（以上平成16年１月15日迄届出分） 

お誕生おめでとうございます 

（以上平成16年１月15日迄届出分） 

石川　伸明（父）美和（母） 
　華　子（はなこ） 
　　　　Ｈ15．12．19　小村 
伊藤　慎志（父）麗（母） 
　琉　奈（るな） 
　　　　Ｈ15．12．25　望ヶ丘 
森下　泰平（父）智美（母） 
　茉　耶（まや） 
　　　　Ｈ15．12．24　南込山 

お
正
月
、
十
二
支
ク
イ
ズ

 

　
「
お
正
月
企
画
」
と
し
て
１
月
に
、
十

二
支
の
動
物
の
絵
本
を
展
示
し
て
、
動
物

当
て
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
12
の
動
物
の

う
ち
、
ひ
と
つ
だ
け
い
な
い
動
物
を
当
て

る
ク
イ
ズ
で
す
。
１
月
31
日
に
し
め
き
り
、

答
え
が 

当
た
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
、

抽
選
で
３
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る

と
い
う
、
図
書
館
に
は
め
ず
ら
し
く
太
っ

腹
な
企
画
で
す
。
大
人
の
方
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
が
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
は 

子
ど
も
の
み
で

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
、
２
月

中
旬
に
図
書
館
に
名
前
を
張
り
出
し
、
３

月
の
コ
ス
モ
ス
文
庫
通
信
で
も
行
い
ま
す
。

お
た
の
し
み
に
。 

 

お
は
な
し
会
、
は
じ
ま
る
よ
！

 

　
１
月
か
ら
毎
月
、
第
２
水
曜
日
と
第
４

水
曜
日
に
、
図
書
館
職
員
が
交
代
で
本
の

読
み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
図
書
館
の
中
の
「
に
ん
じ
ん
畑
」

と
い
う
部
屋
（
土
曜
に
英
語
教
室
を
し
て

い
る
部
屋
）
で
行
い
ま
す
。
時
間
は
、
３

時
30
分
か
ら
で
す
。
土
曜
日
の
お
は
な
し

会
に
参
加
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
学
校
が
早
く
終
わ
る
水
曜

日
に
設
定
し
ま
し
た
。 

　
お
は
な
し
を
楽
し
む
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
本
と
仲
良
く
な
る
お
手
伝
い
が
で

き
た
ら
…
と
、
思
い
ま
す
。 

　
毎
月
、
第
２
土
曜
日
（
午
前
10
時
か
ら
）

に
は
、
５
年
間
続
い
て
い
る
、
朗
読
ひ
だ

か
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
読
み
聞
か
せ
「
お

は
な
し
の
森
」
が
あ
り
ま
す
。
（
も
ち
ろ

ん
、
職
員
よ
り
上
手
で
す
）
ご
来
館
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

２
月
の
本

 

　
２
月
と
い
え
ば
、
節
分
と
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
が
あ
り
ま
す
ね
。
節
分
に
ち
な
ん

で
、
オ
ニ
の
本
を
「
ち
ょ
こ
っ
と
展
示
」

し
ま
す
。 

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
前
に
は
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
お
菓
子
づ
く
り
の
本
は
本
棚
か

ら
消
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
（
も
ち
ろ

ん
借
り
ら
れ
て
）
借
り
た
い
方
は
お
早
め

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
図
書
館
利
用
案
内 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

濱
田
　
　
幸 

○
若
水
を
汲
む
よ
り
厨
ご
と
始
む 

　
若
水
は
元
日
に
汲
む
水
で
神
聖
な
力
を
宿

す
も
の
と
し
て
尊
ば
れ
、
こ
の
水
で
神
へ
の

供
え
物
や
家
族
の
食
べ
物
を
炊
く
。 

　
平
成
十
六
年
が
始
ま
る
淑
気
に
満
ち
た
厨

で
あ
る
。 

 

中
村
　
梅
子 

○
一
人
づ
つ
話
す
つ
も
り
で
賀
状
書
く 

　
形
式
的
な
年
賀
状
で
な
く
、
相
手
の
そ
れ

ぞ
れ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
話
し
か
け
る
よ
う

な
賀
状
。 

　
賀
状
全
部
が
手
書
き
の
場
合
も
あ
ろ
う
し
、

活
版
刷
の
賀
状
で
も
、
そ
の
中
に
手
書
き
の

追
而
書
や
、
絵
な
ど
が
添
え
ら
れ
て
い
る
と
、

親
し
み
を
感
じ
う
れ
し
く
な
る
。 

 

川
瀬
　
晴
恵 

梅
匂
ふ
待
ち
し
句
集
の
届
き
け
り 

突
つ
立
っ
て
破
芭
蕉
の
青
残
し 

 

川
瀬
　
英
子 

枯
野
原
私
の
コ
ー
ト
に
欲
し
い
色 

石
段
の
高
き
に
延
び
て
寒
き
わ
む 

 

北
添
　
正
子 

山
茶
花
を
好
み
し
夫
の
墓
に
咲
き 

大
寒
の
嫁
に
も
ら
ひ
し
服
温
し 

 

島
田
　
　
瞳 

冬
寒
を
秘
め
た
る
石
は
百
度
石 

晴
々
と
古
希
と
な
り
け
り
実
南
天 

鎮
西
　
美
緒 

開
け
放
ち
納
屋
に
も
初
日
迎
へ
け
り 

め
く
り
つ
つ
丸
を
し
て
ゆ
く
初
暦 

 

中
山
　
美
根 

冬
う
ら
ら
居
眠
り
を
す
る
放
水
路 

涸
れ
滝
の
あ
ら
れ
も
な
き
を
嘆
き
を
り 

 

南
部
記
代
子 

除
夜
の
鐘
余
韻
残
し
て
過
ぎ
て
行
く 

初
春
や
龍
馬
空
港
娘
等
の
旅 

 

橋
詰
登
志
子 

神
木
の
落
葉
に
抱
か
れ
や
ぶ
こ
う
じ 

雪
解
光
散
ら
か
し
て
い
る
群
雀 

 

浜
田
　
博
子 

橋
の
辺
は
風
の
三
差
路
春
遠
し 

待
春
や
横
た
ふ
川
の
う
す
み
ど
り 

 

森
下
　
花
子 

う
ろ
こ
雲
耀
き
初
め
し
初
市
場 

五
十
年
恙
無
く
来
し
共
白
髪 
 

伊
野
部
哲
也 

二
日
は
や
糠
床
混
ぜ
る
割
烹
着 

一
椀
の
妻
三
十
年
の
雑
煮
か
な 

 

柏
井
　
皓
子 

冬
草
の
大
地
を
掴
む
根
の
力 

初
刷
の
俳
誌
の
匂
い
部
屋
に
満
つ 

 
門
田
の
ぶ
子 

こ
ち
向
き
て
山
よ
り
雪
の
攻
め
て
く
る 

稜
線
を
ぼ
か
し
て
し
ま
ふ
雪
催
ひ 

 

片
岡
　
幸
枝 

冬
耕
の
後
の
静
け
さ
見
守
り
ぬ 

神
木
の
穴
洞
に
溜
り
し
冬
の
水 

 

池
野
い
ち
び 

呉
服
屋
の
カ
タ
ロ
グ
が
来
る
春
隣 

今
朝
止
み
し
雨
を
宿
せ
る
冬
薔
薇 

わ
か
み
ず 

お
っ
て
が
き 

か
が
や 

つ
か 

机からの風景　～コスモス文庫より～ 
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　　　　　　　　12月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,410 （＋７） 
人　口　　 6,290人 （＋７） 
　　　　男 2,977人 （±０） 
　　　　女 3,313人 （＋７） 
 
　　  　　　　１月分（１月） 
人身事故 ６件 （６件） 
死　　者 ０名 （０名） 
傷　　者 ６名 （６名） 
 

日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

小野道風書 竪額
時代：平安時代 
所在地：小村神社蔵 
昭和35年村文化財指定 
 
　木彫印刻（40×12.5cm）刻字は
一部を残すのみとなっています。 
 
　　村大天神 
　小野道風の書と伝えられ、「正
一位小村大天神」の８字でしたが
破損して、現存する４文字となっ
ています。 
 
　小野道風（894～966）は、平安

時代中期を代表する能書（書の上手な人）です。小野氏は
遣隋使で有名な小野妹子を祖先としています。幼いころか
ら字が上手だった道風は、書をもって宮廷に仕え、数々の
輝かしい業績を残しました。それまでの中国の書の模倣か
ら脱して、日本の風土や日本人の感性にあった書を創始し、
その優美な書は和様の書と呼ばれ、道風とともに三跡と称
される藤原佐理に受け継がれ、藤原行成によって大成され、
その後の日本書道に大きな影響を与え続けました。 

今月の 
毎月第２日曜日開館 

メ ダ カ 家 メ ダ カ 家 家 さ ん 
ち 

さ ん 
ち 

　
毎
月
第
２
日
曜
日
に

開
館
し
、
水
辺
で
の
遊

び
を
通
じ
て
生
き
物
体

験
学
習
を
開
催
。
団
体

等
で
御
予
約
い
た
だ
け

れ
ば
、
そ
の
他
の
日
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

場
　
　
所 

　
日
高
村
総
合
運
動
公

園
す
ぐ
下 

開
館
日
時 

　
毎
月
第
２
日
曜
日 

　
10
時
〜
13
時 

お
問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
２
４
―
５
１
１
３ 

「
メ
ダ
カ
さ
ん
家
」
係 

ち 

ア
ニ
マ
ル
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

　
今
月
の
メ
ダ
カ
さ
ん
家
は

「
ア
ニ
マ
ル
・
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
事
前

に
設
置
し
て
お
り
、
タ
ヌ
キ

や
ト
ラ
ツ
グ
ミ
な
ど
４
種
の

生
き
物
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
た
ち
は
、
メ
ダ
カ

さ
ん
家
で
そ
の
写
真
を
見
た

り
、
動
物
の
足
跡
に
つ
い
て

学
習
し
た
後
い
よ
い
よ
大
滝

山
に
登
り
ま
し
た
。
途
中
、

注
意
深
く
足
跡
や
フ
ン
、
巣

穴
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
、

い
つ
も
と
は
違
う
視
点
で
ト

ラ
ス
ト
地
ま
で
ゆ
っ
く
り
歩

き
、
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か

き
ま
し
た
。 

●
次
回
、
２
月
８
日（
日
）の
テ
ー
マ
は
﹁
春
の
七
草
﹂

　
今
年
の
２
月
は
29
日
あ
り
ま
す
。
閏

年
な
の
で
、
当
然
で
す
が
、
29
日
に
生

ま
れ
た
人
の
誕
生
会
は
い
つ
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
さ
か
４
年
に
１
度
し
か

祝
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
が
。 

　
日
高
村
に
、
２
月
29
日
生
ま
れ
の
方

が
い
る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

今
年
は
、
４
年
ぶ
り
の
本
当
の
誕
生
日

を
祝
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

光  くん 

市川　拓也　さん（父）（望ヶ丘） 
　　　麻子　さん（母） 
 
「元気で明るくたくましい 
　　　　　男の子に育ってね　」 

（ひかる） 


